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新規事業を紹介

2019年6月に佐伯のブリのフィレ
加工施設を視察した際の様子です。

私が所属しています県民クラブもＨＰを
開設していますので御覧下さい。
セキュリティ強化のため、ＨＰのアドレスが変わりました

大分県議会　県民クラブ

【生活環境】
　市町村が行う上水道の漏水調査を効率化し、漏水率
の改善と水道の基盤強化を図るため、衛星画像を用い
た水道管の漏水判定を実施する衛星画像活用水道管漏
水調査支援事業（9,900万円）。県は責任を持って取
り組み、近い将来に市町村へ事業負担を押しつけるよ
うなことがないように注視していきます。
　プラスチックごみ削減推進事業（2,488万円）は、
海洋プラスチックごみの発生源調査や参加型ペットボ
トルキャップ回収運動の実施など県民・事業者・行政
で取り組みます。

【商工業】
　地域課題の解決と県内産業の振興を図るため、AI活
用促進事業（4,394万円）でAIの活用に向けた普及・
啓発、相談体制の強化、事業化伴走支援を行います。
　飲食店等デジタルマーケティング活用支援事業
（599万円）では飲食店や小売店等の売上拡大を図る
ため、デジタルマーケティングを活用した販売促進の
取り組みを支援。
　ポートセールス推進加速化事業（2,821万円）は、
大分港（大在地区）など県内港の活性化を図るため、
利用促進・集荷推進対策などのポートセールスに取り
組みます。
　IT関連企業等のサテライトオフィスの誘致を推進
するため、サテライトオフィス誘致推進事業（2,380
万円）では進出を希望する企業と市町村のマッチング
を新たに行うとともに、民間事業者が行うサテライト
オフィス整備を支援する市町村に助成します。

【農林水産】
　増加する加工ニーズに対
応し、ブリ類養殖業の経営
安定化と成長産業化を図る
ため、養殖ブリ加工施設整
備事業（15億2,160万円）
は県漁業協同組合が行う養
殖ブリの産地加工処理施設
の整備を支援します。
　振興局も、かんしょ産地サル被害対策実証事業
（450万円）【中部振興局】、臼杵干潟アサリ復活プロ
ジェクト事業（423万円）【中部振興局】に取り組み
ます。

【文化・スポーツ】
　芸術文化活用交流促進事業（1,666万円）は、東ア
ジア文化都市2022大分県の開催を契機に、芸術文化国
際交流の機運をさらに高めるため、中国・韓国との文
化交流に関するサポーターの設置など芸術文化団体に
よる都市間交流等を支援します。

【土　木】
　来春、福岡県との共同開催で大分県で展開されるデ
スティネーションキャンペーン（DC）に備え、おも
てなしの道路等環境整備事業（1億635万円）では観
光客等へ安全かつ快適な道路環境等を提供するため、
観光地等を結ぶ主要路線の草刈や支障木伐採等を行う
とともに、県管理トイレの修繕を行います。

【防　災】
　防災ヘリコプター更新事業（債務負担行為として
22億5,023万円）は、飛行安定性を確保した二人操
縦士体制を確立し、救助活動の効率化や事故の未然防
止を図るため、防災ヘリコプター「とよかぜ」の機体
を更新します。

【地域活性・観光】
　日田彦山線BRT「ひこぼしライン」の今夏の開業
を契機に、沿線地域の振興を図るため、日田彦山線
BRT地域振興支援事業（1億361万円）は地域住民の
作成した地域交流拠点の整備などの将来ビジョンの実
現を支援する地元市に対し助成します。
　東部海水浴場を核とした活性化推進事業（546万円）
【東部振興局】、デジタル活用佐伯の魅力再発見事業
（501万円）【南部振興局】、酒蔵を活用した地域活性
化事業（499万円）【豊肥振興局】、ものづくりの街日
田活性化事業（500万円）【西部振興局】、宇佐駅機能
強化地域・観光活性化事業（500万円）【北部振興局】
など振興局も地域活性事業を進めます。

【教　育】
　未来を拓く先端技術活用人材育成事業（1,1129万
円）は、情報科学高校にデジタル創造科を新設、大分
工業高校電子科の定員倍増の他、県立高校でデジタル
人材育成講座を実施。
　教員を確保するため、SNS等を活用した教員の魅力
を発信する広報活動等を強化する教員確保に向けた魅
力発信事業（224万円）は正直なところ疑問です。こ
のような事業より、教職員不足の原因である多忙化の
解消に向けた支援が必要だと私は考えます。

【行政改革】
　入札関連手続電子化事業（9,323万円）は、県・市
町村及び事業者の物品・役務に係る入札関連手続の事
務負担軽減を図るため、共同で利用する電子入札シス
テム及び入札参加資格電子申請システムを開発・導入
します。

債務負担行為とは、将来にわたる
支出をあらかじめ約束することで、
実際に支出する場合には予算案
が計上されます。


